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集
落
の
秋
祭
り
（
九
月
十
五
日
）
に
神
社
の
境
内
で
奉
納
舞
い
と
し
て
披
露
さ
れ

る
「
五
味
掘
餅
搗
踊
り
」。
調
子
が
良
く
、
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
お
囃
子
が
楽
し
い

今
か
ら
約
二
百
五
十
年
ほ
ど
前
、
先
祖
の
供
養
と
合
わ
せ
、
豊
年
満
作
と
厄
除
け
を
祈

願
す
る
た
め
雷
皇
（
ら
い
こ
う
）
神
社
に
奉
納
し
た
の
が
起
源
と
さ
れ
る
前
山
奴
踊
り

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
登
場
し
た
の
は
、
森
吉
地
区
・

五
味
掘
集
落
に
伝
わ
る「
餅
搗
踊
り
」
。
大
正
末
期
か

ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
起
こ
っ
た
「
阿
仁
前
田
小
作

争
議
」
で
す
さ
ん
だ
人
々
の
心
を
慰
め
る
た
め
に
、

下
北
半
島
・
東
通
村
の「
田
植
え
餅
搗
踊
り
」を
原
型

と
し
て
始
ま
っ
た
、と
い
わ
れ
る
踊
り
で
す
。「
♪
も

ち
つ
き
ま
い
は　

め
で
た
い
な
、
郷
土
で
名
高
い
森

吉
山
・
・
・
」と
、調
子
の
良
い
囃
子
に
合
わ
せ
臼
と
合

い
取
り
を
中
心
に
、30
人
ほ
ど
が
扇
子
を
持
っ
て
回

る
独
特
の
芸
能
に
、大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま

し
た
。 

　

こ
の
後
、国
替
え
の
た
め
常
陸
の
国
か
ら
秋
田
へ

赴
い
た
佐
竹
侯
を
慰
め
る
た
め
の
道
中
芸
と
し
て

始
ま
っ
た
と
い
わ
れ
る
勇
壮
活
発
な「
駒
踊
り
」や
、

親
子
・
雌
雄
の
獅
子
の
愛
情
を
表
現
す
る
と
い
う「
獅

子
踊
り
」
、
ま
た
県
の
無
形
民
俗
文
化
財
に
も
指
定

さ
れ
て
い
る「
猿
倉
人
形
芝
居
」
な
ど
が
演
じ
ら
れ

ま
し
た
。

　

３
時
間
半
に
わ
た
る
長
時
間
の
公
演
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
観
衆
は
席
を
立
つ
こ
と
も
な
く
、
懐
か
し

く
郷
土
色
ゆ
た
か
な
各
地
区
の
芸
能
の
数
々
を
た

っ
ぷ
り
と
堪
能
し
て
い
ま
し
た
。

（
前
頁
か
ら
続
く
）

【
前
山
郷
土
芸
能（
奴
踊
り
）】

【
五
味
掘
餅
搗
踊
り
】
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　非常に動きの激しい比立内獅子踊り保存
会の「駒踊り」。明治時代初期に伝習され
たと言われ、現在は比立内青年会が中心と
なって保存・伝承に努めています

　現在、獅子踊りのほか、駒踊り、奴踊り、
棒使いなどが伝承されている荒瀬獅子踊保
存会の「獅子踊り」。雌獅子を取り合う２
頭の雄獅子を表現しています

　

坊
沢
の
獅
子
踊
り
は
、
今
か
ら
約
三
百
年

前
の
藩
政
時
代
、「
厄
除
け
獅
子
」
を
主
体
に
、

大
名
行
列
の
様
子
を
模
し
た
奴
踊
り
を
演
じ

た
こ
と
が
起
源
と
さ
れ
て
い
ま
す

▲

▲

　

猿
倉
人
形
芝
居
は
、
明
治
・
大
正

期
を
通
じ
て
関
東
か
ら
東
北
、
北
海

道
を
巡
演
し
、
全
盛
を
誇
り
ま
し
た
。

　

そ
の
源
流
は
文
楽
人
形
と
同
系
統

と
い
わ
れ
ま
す
が
、
都
会
で
発
展
し

た
文
楽
と
は
異
な
り
、
民
衆
の
間
で

生
活
娯
楽
と
し
て
親
し
ま
れ
た
素
朴

な
人
形
芝
居
で
す
。

　

こ
の
人
形
芝
居
の
創
始
者
は
、
旧

由
利
郡
鳥
海
町
百
宅
の
吉
田
若
丸
（
本

名
・
池
田
与
八
）
と
さ
れ
、
そ
の
孫

弟
子
と
な
る
三
座
「
木
内
勇
吉
一
座
」

（
旧
本
荘
市
）「
吉
田
千
代
勝
一
座
」（
旧

合
川
町
）「
鈴
木
栄
太
郎
一
座
」（
旧

羽
後
町
）
が
、
昭
和
49
年
に
秋
田
県

無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
い
ま
す
。

　

合
川
の
吉
田
千
代
勝
（
本
名
・
杉

渕
喜
代
三
＝
故
人
）一
座
は
現
在
、「
猿

倉
人
形
芝
居
一
座
」
と
し
て
継
承
さ

れ
て
い
ま
す
。

▼
【
猿
倉
人
形
芝
居
】

【
坊
沢
獅
子
踊
り
】

【荒瀬獅子踊り】

【比立内獅子踊り（演目は「駒踊り」）】

も
も
や
け


